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ＪＡ女性部一関中央支部中里支部
は１２月６日、今年度最後の夕市を
開き、多くの地域住民が集まり盛況
ぶりをみせました。

ふれあい野菜市とＡ
コープ花泉店純情
館産直花泉は１１月
２８日、大感謝祭を
行い餅や甘酒を振
る舞いました。

厳美小（一関）の５年生は
１２月１９日、稲作授業でお
世話になったＪＡ職員を招き、
感謝の会を開きました。

ＪＡ女性部一関中央支部は
１２月１８日、ＪＡサービス
付き高齢者住宅もちっこ入
居者に手作りの小物入れを
プレゼントしました。

ＪＡ女性部一関中央支部弥栄
支部と舞川支部は１２月２日、
一関文化センターで行われた
第３３回歳末助け合い市民芸
能まつりに出演し、息の合っ
た踊りを披露しました。

ＪＡ女性部平泉中央支部は１２月
２０日、同部員で栄養士の瀧澤エ
イ子さんを講師に低栄養の予防に
つなげようと、講義と調理実習を
行いローストビーフやエビピラフな
ど４種類を作りました。

リンゴ収穫感謝祭を12月
3日、ＪＡ西部園芸センター
で開催しました。

ＪＡ酪農部会と磐井地方乳牛改良検定組合は
１２月１４日、酪農講習会を千厩町で開き、部
会員など５０人が参加しました。

ＪＡ女性部花泉中央支部の地産地消活動グループは１２月１５日、野菜ソムリエプロ木村千恵美さんを講師に料理教室を行いました。

一関農業改良普及センターは１２月５
日、農業経営の夢実現セミナーを開
講しました。

ＪＡ女性部花泉中央支部家の光記
事活用グループが作成した「アクリル
たわし」を花泉町内のＪＡ支店など
で展示しました。

色とりどりの手作りたわし

ＪＡねぎ部会
は１２月１４日、
西部園芸セン
ターで「一関
特産 曲りねぎ  
やわらか美人」
の目揃え会を
行いました。

ＪＡ全中主催のＪＡ健康寿命１００歳弁当
コンテスト『5色を食べて達者が一番』部
門で室根やまびこ会の雑穀酢マイル弁当が
「がんばったで賞」に輝きました。

高品質ネギの出荷を意識統一

農事組合法人おくたま農産は１２月２日、収穫感謝祭を開き農機の展示や芸能発表、餅の振る舞いなどが行われにぎわいをみせました。

実りに感謝

秋冬の野菜ふんだんに

夕市感謝祭で芋の子汁をお振る舞い

認定農業者や新規
就農者の９経営体が受講

生き生きとした生活の
基本は日々の食事から

肢
してい

蹄管理で健康な乳牛に

日ごろのご愛顧に感謝して

健康長寿を願い鶴の小箱を贈呈そろいの衣装で舞台華やかに

おいしいお米に感謝

日頃の感謝を込めて

地元食材の彩り弁当
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ＪＡ経営基盤の維持・強化に向けて
各地区運営委員会を開催

貴重な意見・要望が
出されました

常勤役員から内容の説明

　ＪＡは１２月８日から１５日までＪＡ営農経済センター
ごとに地区運営委員会を開催しました。委員会は農家
組合、青年部、女性部、年金友の会、生産部会、集
落営農組織、准組合員の代表者で構成。ＪＡ自己改革
の一部として今後の機能再構築への取り組みなどを説
明し協議を行いました。今後もＪＡ経営基盤の維持・
強化に向け、皆さまとの協議を重ね、ＪＡの自己改革
を進めていきます。

米づくりに感謝の気持ち
収穫の喜びを分かち合う

児童のおもてなしに笑顔の佐々木さん㊨

　金沢小学校（花泉）の５年生２４人は１２月１２日、稲
作授業の指導者を招き感謝の会を開きました。田んぼ
の先生で地元農家の佐々木弘さんやＪＡ職員などが参
加。手作りのおにぎりとみそ汁を味わい、収穫の喜び
を分かち合いました。高橋謙太朗君は「自分たちのお
米のおにぎりは最高！」と笑顔。佐々木さんは「この経
験から農業に興味を抱いてほしい」と期待を込めました。

年金受給者相互の親睦と融和を図る
ＪＡ年金友の会協議会設立総会

協議会活動の意気込み
を語る佐々木会長

協議会発足を承認した設立総会

　ＪＡ年金友の会協議会の設立総会を１２月５日、ＪＡ
本店で開きました。支部役員２０人が出席し設立を承
認。会長に佐々木源輔さん（一関地区）、副会長に千葉
耕一さん（千厩地区）、菅原弘毅さん（花泉地区）が選任
されました。協議会では、全体行事（ゲートボール大会・
親睦旅行など）の企画・運営、支部活動の情報交換を
行うほか、会員拡大に向けた取り組みを行います。

ヘルシー料理に挑戦
ＪＡ女性部一関中央支部真滝支部

三浦さん㊧の指導でシューマイ作りに挑戦

　ＪＡ女性部一関中央支部真滝支部は１２月１３日、料
理講習会を開きました。部員２２人が参加し、県食の
匠
たくみ

でＪＡ生活シーダーの三浦チヱ子さんを講師に「豆腐
のふわっとシューマイ」「朝鮮漬け」「人参ふりかけ」の
３品に挑戦しました。小岩良子支部長は「習った料理
を普段の食事に取り入れている人が多い。今後も楽し
く活動し、さらに部員の交流を深めたい」と話しました。


